2005年10月28日

岐阜県知事

　　古田　肇様

瑞浪市主催　超深地層研究所の掘削残土測定会報告

埋めてはいけない！核のゴミ・実行委員会・みずなみ

　　　　　　　　　　　　　　　代表　市川千年

放射能のゴミはいらない！市民ネット・岐阜

　　　　　　　　　　　　　　　代表　兼松秀代

瑞浪市主催の掘削残土測定会は認められない
私たちは2005年10月5日提出した要望書で、ウランの実態を把握するためにも、長期管理の基礎データとするためにも、市民団体が推薦する研究者を含めた複数の第三者によるウランを含む残土の放射線測定を求めました。
　担当課から2005年10月20日に瑞浪市主催の測定会が実施されるとの連絡を受け、立坑掘削残土測定会に参加しました。以下に、測定会で私たちが体験したこと報告し、今回の測定会は私たちにとっては第三者による実態把握のための測定とは認められないことを表明します。

１．複数の第三者による測定ではなく、当事者による単独の測定

　　今回の測定は、原子力機構が訴えられた訴訟において被告である原子力機構の主張を支持するための意見書を何回も提出し、かつ原子力機構と共同研究をしている極めて友好関係にある測定者だけで実施された。

　　　瑞浪市依頼の形は整えたが、身内の測定であり、第三者によって行われた測定とは認められない。

　市民団体が聞きもしないのに、原子力機構は「第三者による測定」の意味を、瑞浪市が選んだことと、測定者は鳥取のウラン残土に関係し、人形峠環境技術センターと共同研究をしているが、今まで東濃地科学センターとは関係がなかったこと、測定の専門家が少ないためと言い訳した。言い訳を用意しなければならない測定者だった。

　　　しかも瑞浪市が測定者に依頼した後になって、原子力機構が瑞浪市に測定者との関係者について、説明したと聞いている。
　　　鳥取と東濃と場所は違っても同じ原子力機構の組織である。別な組織であるかのごとき言い訳をする。

　　　また、専門家が少ないことと、原子力機構と密接な関係にある測定者が選ばれることとは無関係である。

こうした測定を避けるために私たちは複数の測定者による測定を求めた。県担当課は市民団体の推薦する人をわざわざ確認した。ところが県担当課は市民団体推薦の人を測定者から外したことも、外した理由も伝えなかった。
２．説明しない測定者

ａ．測定機種、測定項目を説明しない

10月18日に起案し、19日に決済した、当日の進行資料には、瑞浪市から測定者に「以下の内容も含めてお話し下さいますようお願いいたします。」として、「・測定項目、測定機器の機種、測定機器の説明等」について、測定者が説明すること手はずになっていた。

しかし測定者は原子力機構と同じ測定方法で測る、γ線の空間線量率を測定する、サンプルを採取して日本分析センターが分析を行うが時間がかかる、結果は瑞浪市に報告すると説明し、その他の測定機種、測定項目、測定ポイント選定理由の説明はしなかった。

瑞浪市に確認したところ、測定したのはγ線の空間線量率と採取した試料でウラン、トリウム、ラジウム、カリウムの核種を分析するとのことであった。

ｂ．測定値を公表しない

　測定値は参加者には伝えらず、何のための「公開測定」だったのか、実施意義に大きな疑問を持った。ハンディアロカPDR-101やアロカTCS-171はその場で測定値が表示されるため、数値を伝える意思があればたやすいことだ。時間を要する分析とは異なる。それをあえて公表せず、かつ参加者の測定を禁止したのは、報告書の数値を操作しうる部分を残したいためとの誤解を招きかねない。
ｃ．測定ポイント選定、試料採取ポイント選定の説明をしない

　　どこで測定し、どこで試料を採取するかは、測定結果を決定する重要なものである。他では
なく、なぜそこを選ぶのかという説明が必要である。説明する意思があれば説明する時間は十分にあった。重要な説明もせず、人が見ていたから公開測定だというのであれば、公開の名に値しない、参加者を愚弄した姿勢だ。測定値の信頼性にも疑問を持たざるをえない。

３．花崗岩の風化部を測定しても、「微量のウラン」の実態はつかめない

　　測定者は堆積場の表土を測定し、表土を採取した。しかし堆積場の表土は、原子力機構によると花崗岩の風化部であり、ウランを含む堆積岩ではない。

　　放射線は距離の二乗に反比例する。数十㎝、数m下のウランを含む残土の実態を把握するために、花崗岩の表土で測定しても実態把握はできず、この測定は無意味である。
原子力機構は、含まれているウランは「微量」であり、堆積場における地表1mでの最大測定値は0.38μSV/hであると説明している。
しかし主立坑の掘削土仮置き場の地上1mの測定値が最大0.45μSV/hに上昇している。
以下、原子力機構のホームページからの0.38μSV/h以上の空間放射線量率の数値を抜粋。

＜主立坑ズリピット内における掘削土の空間放射線量率測定値＞　　　
	月日
	掘削深度
	最大値
	最小値

	2005年8月8日
	126.0m～128.6m
	0.38μSV/h　
	0.30μSV/h

	2005年8月19日
	131.2 m～133.8m
	0.45μSV/h
	0.30μSV/h

	2005年8月24日
	133.8 m～136.2m
	0.40μSV/h
	0.30μSV/h   


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
私達は、本当に微量かどうか確認するために測定を求めた。

原子力機構が資源と称して輸出した鳥取県方面の袋詰めウラン残土は、密着させて測定した表面線量率が0.38μSV/h以下のものが３袋あった。一方を資源として輸出し、地上1mで0.38μSV/hを微量とするのはダブルスタンダード、その真偽を確かめる必要があった。しかし前述のように、実態把握はできなかった。
４．花崗岩の風化部は花崗岩ではない？！

原子力機構の考える「花崗岩」とは

花崗岩とは地下の強固な岩盤を言う。
　　　　花崗岩の風化部を「原子力機構」は花崗岩とは呼ばない。
　　　　花崗岩と呼ばないから、堆積岩の上に花崗岩の風化部分を堆積しても問題はない。

この行為を私たちは花崗岩の風化部で覆土し、実態を覆い隠したものと判断する。


５．「公開」は報道に対するポーズ、一般参加者を遠ざけようとした
  　原子力機構は測定者、自治体代表、マスコミを先に堆積場に入れ、一般市民は１回に３人ずつ、時間交替で立ち入るよう制限をした。この制限に対する参加者の批判は、マスコミには見えない。制限する口実は堆積場が三段（と高く）で、足場が悪く一度に多くの人が立ち入るのは危険だとの理由だった。しかし実際には希望する参加者が一度に上がっても、混乱も危険もなかった。

　原子力機構：１回に3人ずつ登ってください。3人が下りてきたら、新たに3人登ってください。

参加者：そんなことをしていたら測定を確かめる時間がない。結局一部分だけ公開して、公開したことにするのか。このやり方は公開ではない。
　原子力機構：では５人ずつで・・・。
　参加者：待っていられない。さっさと登って測定場所に行こう。
６．市民団体は、現場立会者ではない

上記進行資料には、現場「立会者」として「市民団体（２）」とあったが、市民団体には立会者としての依頼も説明も受けなかった。立会者になるつもりない。一般参加者として参加した。実施報告書に進行資料の通り実施されたかのごとく、記されるとしたら事実に反する。

７．市民団体を敵視した監視体制

ａ．原子力機構、トイレ前まで監視員
    東濃地科学センター以外からも、監視要員として派遣されたのではないかと思うくらい、多くの職員が参加者の前後左右を取り囲んで監視した。ヒアリング会場のトイレ前にも、職員がいた。用地内の誰でも自由に通行できる散策路の出入口まで、二人一組で監視していた。
ｂ．市民団体に対する徹底した監視
   　市民団体が測定関係者に質問したり、マスコミの問いかけに答えるときは、必ず原子力機構の職員が記録し、側にピッタリとはりついて聞いていた。その後、市民団体の話の内容に対する対応策を相談していた。
ｃ．瑞浪市の市民団体監視マニュアル
瑞浪市の当日進行資料に測定終了後の対応が記されている。特に市民団体に対しては「市民団体がプレスに接触するのを見守る 」とのマニュアルどおり、車に乗り込むまで、原子力機構職員がしつこくつきまとった。「見守る」とは監視することと同義である。原子力機構も瑞浪市も一体となって、市民団体を監視したことになる。

　以上のことから、10月20日の測定会は私たちの要望主旨、要望事項とはかけ離れたものであり、第三者による実態把握のための測定とは認められません。

以上

　　　　　　　この報告書についての問い合わせ先　　　　兼松秀代
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